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1-1 避難者名簿の作成
（P11）
名簿受付班

1-1 避難者名簿の作成
（P11）

避難所担当職員

1-2 避難者の照会
（P12）
名簿受付班

４ 要配慮者の支援
（P18）
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５ 衛生管理
（P22）
衛生班

６ 秩序維持
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７ パトロール活動
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８ 情報の収集･提供
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情報広報班

９-1 備蓄品等の確認・
配付（P28）
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3-2 心身のケア､子ども
等の支援（P17）

救護班
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10 施設機能の維持・
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運営委員会の設立
（Ｐ５）

長期化体制の構築
集約・閉鎖の実行

（Ｐ７）

統合(例)

統合(例)

統合(例)

※ その他避難所での活動

災害対策本部との連携（Ｐ33）避難所担当職員

相談窓口の設置（Ｐ34 ）避難所担当職員

施設の維持、使用区画の調整（Ｐ35 ）施設管理者

運営委員会設立後 避難が落ち着いてから 避難者の出入りが止まったら避難所開設後

目次（開設後の流れ）

定例会議の開催、構成員・活動班の調整
（Ｐ７）

分割(例)

3-1 救護の実施､救護
体制の確保（P14）

救護班

3-1 救護の実施､救護
体制の確保（P14）
避難所担当職員

11 ペットの対応
（P31）
衛生班



はじめに
本マニュアルでは、災害時に開設する避難所の協働の流れや

役割の内容を整理しています。災害の種類や被災状況により適
用が難しいことがありますので、あくまで協働の一例としてご
活用ください。

関係者の行動や役割の確認

－１－

「地域団体」
▶ 町内会や自治会等の地域で活動する組織のことです。
▶ 避難所運営の中心となって活動を行います。役員や防災士※の方

は、率先して協力をお願いします。

※ 市では、地域防災力の向上を図ることを目的として、地域団体を通し、住

民が防災士資格を取得するための支援事業を実施しています。

「避難者」
▶ 自宅が被災し、又は被災する可能性があり避難所等へ避難してい

る方のことです。
▶ 地域団体の一員としてや個々のできることに応じて避難所の運営

に携わります。

「避難所担当職員・施設管理者」
▶ 避難所の施設点検や開設を行う市役所と施設の職員のことです。
▶ 避難所運営委員会が設置されるまでは、暫定的に避難所の運営を

行います。
▶ 運営を引き継いでからは、災害対策本部と避難所をつなぐ役割と

して運営委員会をサポートします。



用語の確認

－２－

「災害対策本部」
▶ 避難指示や避難所の開設、災害対策の実施といった市の防災の取

組みの中心となる組織です。
▶ 市長が本部長として指揮を執り、消防本部や自衛隊などの関係機

関が加わります。

「備蓄品」
▶ 避難所などで保管する食料品や防災用品のことを指します。
▶ 国・県や協定先から物資が届くまでの間に必要になるものを選び、

保管しています。
▶ 共通して必要とされる物品だけを備蓄しているため、快適に過ご

せる物資や好みに合う食料などがあるわけではありません。ご自
身で必要となる物は、非常持ち出し品と合わせて個人で使い慣れ
ている物などをご用意ください。

「専用スペース」
▶ 避難者が利用する一般的なスペース（一般スペース）のほかに設

置する体調不良者専用のスペースのことです。
▶ 発熱など感染症状のある方と接するため、利用区画と一般スペー

スの動線が交わらないように分離します。
▶ 専用スペースと一般スペースを行き来する際は、感染症防止対策

と消毒をしっかり行い、感染症拡大を防ぎます。

「避難所」
▶ 避難所は、避難生活を送るために開設される施設のことです。開

設した際には、市で避難地域と合わせて広報を行います。
▶ 基本的にあらかじめ指定している施設の中から開設しますが、災

害の規模や状況によっては、指定していない施設も避難所とする
場合があります。



避難所が開設されるまで（避難所担当職員、施設管理者）

【事前準備・展開編】

災害が発生した場合や災害の発生が見込まれる場合に、避難指示の

発令と合わせて避難所を開設します。

★

チェック

災害対策本部で避難所の開設を判断します。

◆発生した災害や予見される災害の状況に応じて避難が必要な地域とその住民の

避難先となる避難所を災害対策本部で決定します。

◆避難所の開設を決定した場合は、その避難所の施設管理者と避難所担当職員に

開設の指示を出します。

※ 発災と同時に避難所が開設するわけではありません。また、災害の内容に応じ

るため、毎回決まった施設が避難所として開設されるわけではありません。

◆施設の外観や内部の壁面・天井に崩落やひび割れが無いか確認します。ガス、

電気、水道等のライフラインの状況も確認しましょう。（参考様式１号）

◆施設の安全確認が終わるまでは、施設内に避難者を入れないようにします。

◆同規模の地震が発生しても倒壊等のおそれがない場合は、災害対策本部に開設

する旨を伝え、開設の準備を進めます。

◆施設の安全性が確認できない場合は、その旨を災害対策本部に伝え、避難者を

避難させずに施設を閉じます。

（地震の場合）
チェック

施設の安全確認を行います。

災害対策本部や避難所班の指示に従い、引き続き

災害対応業務にあたります。

－３－



チェック

災害対策本部で避難指示を発令します。

◆災害対策本部から避難が必要な地域に避難指示を発令し、開設する避難所を防

災行政無線、SNS、ラジオ、ホームページ、「みやぎ防災」（宮城県が提供す

る自然災害避難支援アプリ）等で周知します。

※ 受入体制を整えられない、又は十分な支援を行なえる状態でないため、施設を

開けられない場合があります。開設が公表されていない指定避難所は、安全性

に問題がある可能性をご承知ください。

チェック

避難者を受け入れる体制を整えます。

◆施設内を土足禁止とし、そのスペースを明確にします。

◆一般スペースと体調不良者用の専用スペースを分けます。避難者が入ってはい

けない危険箇所やバックヤードがあれば、立入禁止スペースも設定します。

（あらかじめ設定されている場合は、それを採用します。）

◆避難者の受入体制が整う見込みが立ったら、その目安時刻を災害対策本部に報

告します。

◆既に自主的な避難者が来ている場合は、準備に協力してもらうように指示を出

しましょう。

◆ごみ箱、清掃用具、手指消毒液等の設置を行います 。

◆断水している場合は、簡易トイレを設置し、使用マニュアルや使用後の手指消

毒の徹底を呼びかける掲示を、トイレ入口と各個室に貼ります 。

（参考資料2-1～4参照）

チェック

運営委員会が立ち上がるまで施設を管理します。

◆避難者が集まり、運営委員会が立ち上がるまでは、避難所担当職員と施設管理

者で避難所を運営します。

◆運営委員会で避難所のルールを考えるまでは、施設管理のルールにのっとり避

難所の施設を使用します。

◆避難者の状態（濡れている、寒くて震えている等）によっては、本人に話を伺

い備蓄品の使用を検討します。

※ 基本的には、避難の際に非常持出品等を持って避難していると想定しているた

め、避難所に訪れたタイミングで何かを配付することは考えていません。

－４－



運営委員会の設立

避難者が集まり、避難所での生活が一定期間見込まれる場合に避難

所の運営を取り仕切る組織を立ち上げます。

運営委員会を中心に避難所でのルールや管理体制を決めていきます。

★

★

チェック

避難所のリーダーを選出します。

◆避難者が一定数集まり、避難所担当職員と施設管理者で避難者ごとの対応が難

しくなったら、運営委員会の設立を考えます。

◆避難者の中から避難所運営の中心となる避難所リーダーを選出します。

◆避難所担当職員から呼びかけ、町内会役員等の組織をまとめる適任者や自薦す

る積極的な方などに依頼します。

チェック

運営委員会の構成員を選出します。

◆避難所リーダーを中心に避難所の運営内容を踏まえつつ、運営の中心となる人

員を避難者の中から確保します。

◆地域や性別、年齢などを考慮し、公平性や多様性のある組織を目指して構成員

を選出します。（参考様式２別紙）

◆体制を築く中で必要な人員（活動班の班長 等）を順次加えます。

◆避難所運営委員会の規約 (例)（参考様式２号）を基に避難所の共通理解事項を

整理したルール（参考様式３号）を決めます。他にも必要な共通ルールがあれ

ば、順次作りましょう。

◆地域団体に合わせて、避難所の一般スペースや専門スペースなどの配置を見直

します。特にテレビやラジオなどの情報元となる物の配置、トイレや水回りな

どの使用頻度が高い場所、要配慮者が使用するスペース等に配慮します。

◆災害対策本部に報告するタイミングを踏まえ、運営委員会の定例会議開催時間

を決めます。可能な限り情報共有の機会を設けましょう。

－５－

チェック

運営委員会で避難所のルール等を考えます。



チェック

避難所の体制を築きます。

◆避難所生活を送る際の共同体となる避難所グループ（以下、「グループ」とい

う。）を町内会などの地域団体をベースに編成します。 グループが決まったら、

その中から代表者を選出してもらいます。代表者は、健康状態や意気込みなど

を踏まえ、適宜交替しましょう。

◆運営編の内容を踏まえて必要となる班を決め、 グループの代表者の中から班長

を選出します。班員は、班長以外の構成員の中から選出します。活動に応じた

人員が不足する場合は、随時グループやボランティアから確保します。

※ 「グループ」は、食料・物資の配付や情報の共有、活動班の活動で必要となる

人員募集等を行う際の基礎となります。動きやすいように10世帯程度を目安に

編成します。在宅避難者や車中避難者も同様にグループを編成しましょう。

チェック

避難所のルール等を避難者に周知します。

◆運営委員会で決めた避難所の共通ルールを避難者全員に説明します。放送設備

やハンドマイク等をうまく活用します。

◆口頭の説明だけではなく、必要に応じて確認できるように避難者が見える場所

にルール等を掲示します。（例：参考様式３号）

◆グループの構成を基に初期配置からスペースを調整し、移動が必要となった避

難者に移動を呼びかけます。

避難所運営委員会

代表者
（班長）

グ
ル
ー
プ

活
動
班

※ 班長の位置付け

班長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

班長

食
料
物
資
班

班長

情
報
広
報
班

班長

施
設
管
理
班

班長

衛
生
班

班長

救
護
班

班長

名
簿
受
付
班

班長

総
務
班

会長、副会長
（地域団体、避難者代表）施設管理者

災害対策本部 避難所担当職員

－６－



【運営編】

避難所運営委員会の日常業務

●構成員・活動班の調整

• 特定の人に負担や責任が集中しないように、避難所の状況に応じて運営

委員会の組織を見直します。運営委員会や活動班の業務内容を確認し、

増員（減員）します。外部からの支援を要する場合は、ボランティアな

どの派遣を要請します。

• 活動班に２名以上班長を置いて複数班の体制としたり、活動班を統合し

たり、活動班の班長を兼務させたりなど、柔軟に対応しましょう。

●定例会議の開催

• 避難所内の状況把握や意見交換を行い、必要事項を協議するため、運営

委員会の構成員を集め、毎日時間を決めて定例会議を開催します。避難

所の状況が落ち着いてきたら、開催頻度を見直しましょう。

• 活動班やグループから課題を吸い上げ、対処方法を検討します。必要に

応じてルールや体制などの変更も行います。

• 定例会の内容を踏まえ、避難所担当職員から災害対策本部に避難所の現

状や要望を伝えます。

●長期化の体制の構築、集約・閉鎖の実行

• 避難所での生活が長期化される場合は、入浴や洗濯といった日常生活の

機能の確保に努め、避難所の使用スペース等を再検討します。

• 避難所運営には、多様な視点を取り入れるように配慮します。

（男女の性別やLGBTQの方の配慮、若者や年配者など）

• 避難者の帰宅が進み、運営委員会の構成員が退所する場合は、急な体制

変更で混乱を招かないように引継ぎ期間を確保しましょう。

• 災害対策本部から他の避難所との集約や避難所の閉鎖を求められた際は、

避難者の移動や退所を促します。避難理由が解消されることや生活再建

支援が行われていることを説明し、了承を得るように努めます。

－７－



各活動班の活動概要

●レイアウト調整（運営編 ２）

• 定期的な避難所の利用スペースの見直しを行います。

• 避難者の増減に合わせてレイアウトを作成し、運営委員会で検討します。

• 秩序維持のために必要な避難者の利用区画調整を検討します。

●秩序維持（運営編 ６）

• 避難者同士のプライバシー問題、隣人トラブル等に対応し、解決に努めます。

• 避難所に用件のある訪問があった際の窓口対応を行います。

総 務 班

●避難者名簿の作成、照会（運営編1-1･2､様式１･２号､別紙１～３）

• 世帯ごとに避難者の状況を把握し、必要な支援につなげます。

• 避難者の人数や支援要請内容を災害対策本部に報告します。

［連携:避難所担当職員（災害対策本部との連携）］

• 安否情報や問い合わせ等があった際に提供可能な範囲で外部に提供します。

• 避難者の情報開示は、本人の希望に基づき行うように配慮します。

●救護の実施、心身のケア、子ども等の支援（運営編 3-1･2）

• 避難者に対する救護を実施し、必要な体制を整備します。

• 専用スペースを利用する避難者の経過観察を行います。

• 避難生活が長期化する際は、体操などを呼びかけ、病気の予防に努めます。

• ストレスや精神的不調を抱える避難者の心身のケアや支援を図ります。

●要配慮者の支援（運営編 ４号）

• 高齢者、妊産婦、外国人等の支援が必要な避難者の状況を確認します。

［連携:名簿受付班（避難者の照会）］

• 外国人の言語や生活習慣等に配慮しつつ、意思の疎通を図ります。

名簿受付班

救 護 班
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●衛生管理（運営編 ５）

• トイレの運用ルールを決め、トイレ用の生活用水の確保や清掃を行います。

• ごみの分別ルールを周知し、収集を行います。

• 感染症等がまん延しないように換気や清掃を行います。

●ペットの対応（運営編 10、様式７号）【協力:名簿受付班】

• 避難所でのペットの受付や受入可能な避難所の案内を行います。

• 飼育のルールを定め、飼い主と避難者に周知します。

• ペット苦情によるトラブルが起きた際は、解消できるように仲介します。

［連携:総務班（秩序維持）］

●パトロール活動（運営編 ７）

• 運営委員会で考えたルールが守られるように周知・実行します。

• ルールが避難所の状況に合わない場合は、運営委員会に変更を提案します。

• 定期的に防火･防犯のための巡回パトロールを実施します。

●施設機能の維持・確保（運営編 10）

• 施設の設備や資機材の点検を行い、避難所の環境維持に努めます。

［連携:施設管理者（施設の維持、使用区画の調整）］

• 必要に応じて物品の要請やスペースの変更を求めます。

［連携:食料物資班（食料･物資の受入れ､管理､要請）／総務班（レイアウト調整）］

施設管理班

●情報の収集・提供（運営編 ８）

• 災害や避難者の情報、市のお知らせ等を収集します。

• 収集した情報を避難者に掲示板や館内放送等で周知します。

［連携:施設管理者（施設の維持、使用区画の調整）］

情報広報班

衛 生 班
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●備蓄品等の確認・配付（運営編 ９－１）

• 備蓄されている資機材や食料の状況を確認します。

• 備蓄品の状況に応じた配付を検討します。

• 公平性の確保に配慮しつつ、必要な避難者に備蓄品等を配付します。

●食料・物資の受入れ、管理、要請（運営編 ９－２、様式５･６号）

• 届けられた食料･物資を受入れ、管理します。

• 数量やニーズに不備がある場合は、災害対策本部に報告します。

［連携:避難所担当職員（災害対策本部との連携）］

• ニーズの確認は、他の活動班と協力して行います。

［連携:名簿受付班（避難者名簿の作成）／救護班（要配慮者の支援）］

食料物資班

●ボランティアの受付（運営編 12）

• 避難所で必要なボランティアの派遣を災害対策本部や災害ボランティアセン

ターに要請します。

［連携:避難所担当職員（災害対策本部との連携）］

• 訪れたボランティアを受け入れ、活動班等とつなぎます。

• 派遣要請によらないボランティアの受入れ可否を検討します。

［連携:総務班（秩序維持）］

※ 記載されている活動班の内容に含まれていない業務がある場合は、業務を

追加することや新しい活動班を設けることを検討してください。

ボランティア班
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１－１ 避難者名簿の作成（避難所担当職員→名簿受付班）

避難者を受け入れる際に避難者の情報を確認します。収集した情報

を元に避難者の状況を整理し、災害対策本部に伝えます。

配慮すべき情報を確認し、各班と共有して必要な支援につなげます。

★

★

チェック

受付で避難者の情報を確認します。

◆避難所受付・案内イメージ図（別紙１）を参考に一般スペースと専用スペース

へ避難者を案内します。体調不良者がいる場合は、世帯全員を専用スペースに

誘導します。

◆受付時は、滞留しないように代表者名、人数、使用スペース、町内会などの情

報を「スペース割振表」（様式1-1号）に記入し、速やかに誘導します。

◆「みやぎ防災」登録者は、受付用の二次元バーコードを示し、読み取るように

伝えます。その際、アプリを利用していない避難者と一緒にいる場合は、アプ

リで同行者に追加して受付を行うように呼びかけます。（別紙４参照）

◆「みやぎ防災」未登録者は、受付時に「避難者カード」（様式１号）を配り、

パーテーション等の避難スペース内で記載してもらいます。

※ 配慮が必要なことがあれば、備考等に記載するように伝えます。

◆在宅避難や車中避難などの避難者にも支援を届けるため、該当者がいないか避

難者への聞き取り等で確認し、「避難者カード」で管理するように努めます。

チェック

「避難者カード」の内容を避難者台帳へ入力します。

◆避難者の受付が落ち着いたら、又は並行して避難者台帳を作成します。

◆インターネットにつながる環境であれば、避難所の状況を共有のため、「みや

ぎ防災」の管理画面で「避難者カード」の内容を入力します。（別紙４参照）

◆インターネットにつながらない環境であれば、避難者カードや聞き取りにより

避難者の人数や必要な物資、支援を必要とする方の情報を整理し、災害対策本

部に報告します

※ 避難者台帳は、個人情報が含まれるため責任者を決め、厳重に管理します。

（「みやぎ防災」の担当者も同様）

※ 「避難者カード」は、番号順や町内会別等に分けて整理し、見返しやすいよう

にしましょう。
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チェック

入退所者を把握し、人数の変動などを把握します。

◆一時避難が終わり避難所を退所した方や発災後しばらくして帰宅し、避難して

きた方などの状況を確認します。

◆避難者の人数や配慮事項などを定期的に避難所担当職員と共有し、災害対策本

部に情報を届けます。

毎日 時に共有

◆体調チェック表（様式２号）を配付し、体調の自己管理を促します。

※ 世帯や避難者の状況に変動があった場合は、随時他の班との情報共有に努めま

しょう。

※ 使用スペースの管理や物資支援要請数量の調整のため、退所時にはひと言声を

かけるように呼びかけてください。確認後、次のとおり実施します。

「みやぎ防災」で受け付けた避難者…避難者本人がアプリ上で退所操作

「避難者カード」で受け付けた避難者…担当者が避難者台帳から削除

避難所や避難者の情報は、Ｌアラート（報道機関等のメディアと災害情報を共

有する仕組み）に発信するため、共有漏れがないように確認をお願いします。
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１－２ 避難者の照会（名簿受付班）

町内会長等や離れ離れになった家族からの安否確認や問い合わせな

どの外部対応を行います。

★

◆安否確認の照会があった場合は、「避難者カード」で“希望する”とした方のみ

の情報を提供します。本人の意思確認が必要な場合は、その都度確認しましょ

う。なお、受付当初から災害状況等が変わっている場合は、必要に応じて情報

開示の流れを周知しましょう。

◆電話等で問い合わせや確認があった場合は、他の避難者の生活に配慮して館内

放送や呼び出しを行います。

◆郵便物や宅配物は、原則呼び出しなどを行わず、直接受領してもらいます。

※ 個人情報の取扱いには、特に注意しましょう。判断が付かない場合は、一旦受

け止め、確認・相談してから対応しましょう。

（例えば、「○○さんが避難していますか」という照会の際には、その場で回

答せず、「確認する時間をください」と伝え、本人に「□□さんが

受付に来ていますが、伝えてもいいですか」と確認してから回答する 等）

チェック

安否確認や問い合わせなどの窓口として確認を行います。
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２ レイアウト調整（総務班）

運営委員会で考えた利用スペースを避難者の状況（避難者が増え

た・減った）に応じて調整します。

変更案ができたら運営委員会で検討し、スペースの移動を行います。

★

★

チェック

避難者に応じて適切なレイアウトを考えます。

◆専用スペースと一般スペースの動線を意識しつつ各スペースの割当を見

直します。

◆プライバシーの確保（男女別のトイレ・更衣室 等）や要配慮者の支援

（多目的トイレ、おむつ替えスペース、授乳室 等）の観点で不足してい

る部分が無いか確認します。

◆収容人数の都合で避難者のニーズに応じたスペースの設定が難しい場合

は、スペースに余裕のある他の避難所へ避難者の移動を提案します。

◆グループの人数が減り、維持できなくなった際は、他のグループと統合

します。

◆過剰な避難スペースを割り当てることなく、不要なスペースは削り、使

用していた部屋が空いた場合は、施設管理者に管理を戻します。

◆避難者の入退所状況（名簿受付班に確認）と要配慮者等の状況（援護班に確

認）を把握し、おおむね７日ごとに避難者の増減に応じてスペースの見直しを

行います。

（避難者が増えている場合）
チェック

各スペースの再割振りを検討します。

（避難者が減っている場合）
チェック

グループの統合や空いた部屋を施設に返します。
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３－１ 救護の実施､体制の確保（避難所担当職員→救護班）

負傷者や体調不良者などが避難した際に、状況に応じた適切な対応

を行います。

避難直後の対応が済んだら、救護体制を確保して運用します。

★

★

チェック

救護が必要となる避難者を把握します。

◆名簿受付班と協力して受付時に負傷者と体調不良者の方々を把握します。

◆受付後も随時自己申告（様式2-1号活用）や住民からの報告などを求めて把握に

努めます。

◆基本的に専用スペースを救護活動場所としますが、体調不良者が出て感染症拡

大防止を図る必要がある場合は、負傷者用のスペースを別に確保します。

◆傷病者の状況は、随時災害対策本部と共有します。

（避難直後の応急対応）
チェック

体調不良者や負傷者などに適切な処置を行います。

◆体調不良者や負傷者がいる場合、避難者の中に医療従事者などがいない

か確認し、協力を呼びかけます。

◆緊急性が低い場合は、無線等で災害対策本部に保健師の派遣を要請する

などし、緊急性が高い又は判断できない場合は、ためらわずに119番通

報し、その指示に従います。

◆手当てが完了した場合、経過観察し、その後の状態を適宜確認します。

－15－

チェック

体調不良者の健康観察と情報共有を図ります。

◆専用スペースで活動する従事者を決め、その従事者による健康観察を行

います。

◆体調チェック表（様式２号） により体調などを記録し、必要に応じて巡

回に訪れた医師や保健師などと共有します。

※ 専用スペース内に入る際は、マスク、手袋等を着用してください。

（参考資料1-1参照）



チェック

けが人や病人の情報を整理して災害対策本部へ報告します。

◆緊急時に備え、持病の有無などを「避難者カード（様式第１号）」や

「みやぎ防災」の「じぶんについて」に記入してもらいます。

◆災害対策本部には、把握できている状況や体調の状況変化などを随時報

告します。

（救護体制の確保）

－16－

チェック

救護室を設け、医薬品を把握し、救護体制を整えます。

◆教室や会議室などを救護室として使用できる場合は、総務班と救護室の

設置を調整します。

◆必要な医薬品などを食料物資班に伝え、他の物資要請と合わせて災害対

策本部に要請します。

◆避難所内で対応できない問題が起きた際は、無線等を活用し、指定救護

所※や医療機関と相談して対応に当たります。

※指定救護所には、保健センター、北児童センター、玉浦コミュニティ

センター、岩沼西コミュニティセンターが位置付けられています。



３－２ 心身のケア、子ども等の支援（救護班）

避難所生活が長期化し、体調や精神に不調が出てきた避難者への対

応やその予防を行います。

同様に子どもや自立が困難な避難者を確認し、支援につなげます。

★

★

チェック

ストレスや精神的不調を抱える人を見つけます。

◆避難所でのストレスや不十分な環境での生活の長期化により体調や精神的な不

調が出ている避難者がいないか、グループの代表者への聞き取りやストレス

チェックシート（様式第2-2号）により確認します。

◆心のケアなどが必要な避難者がいる場合は、本人の意向に配慮しつつ、必要に

応じて巡回に訪れた医師や保健師などと共有します。

◆生活不活発病やエコノミークラス症候群の予防に体操などを呼びかけ、体を動

かしてもらえるように努めます。（参考資料1-2、1-3参照）

チェック

子どもの体と心の健康管理を図ります。

◆避難所で生活する子どもの体調や精神的な変化を把握し、支援につなげます。

◆本人から健康状態を確認することが難しい場合は、グループごとに親から異変

が無いか聞き取ります。

◆避難所生活が長期化した場合、キッズスペースの設置を検討します。

◆医師等の支援が必要な状況であれば、必要に応じて巡回に訪れた医師や保健師

などと共有します。

チェック

自立が困難な避難者の確認を寄せましょう。

◆被災し、心身・生活で自立が難しい避難者の状況を把握します。グループごと

に被災状況と本人の災害前後の調子を確認します。

◆避難者の自立が難しい状況を確認した場合は、災害対策本部に報告し、必要な

相談支援につなぎます。

◆心がふさぎ、孤立や引きこもりなどが起きないようグループを基本としつつ、

避難所全体で見守りや声かけをしましょう。（参考資料1-4参照）
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４ 要配慮者の支援（救護班）

高齢者、障害者、体調不良者等の特別なニーズに応じた支援を実施

します。

意思疎通を図り、ニーズを漏れなく把握できるように努めます。

★

★

チェック

要配慮者等の避難状況を確認します。

◆名簿受付班と協力して支援が必要な方の状況を確認し、車いすや簡易ベッドな

どの必要数を把握します。不足する場合は、調達に努めます。

◆体調不良者の専用スペースの利用状況からスペースに不足が無いか確認します。

◆日本語を習熟していない外国人が避難しているか確認します。

（高齢者・妊産婦・乳幼児などの場合）
チェック

避難スペースの環境の確認・改善を行います。

◆避難者の体力や障害を考慮し、トイレ等を使用しやすいスペースへの移

動や簡易ベット等の設置を検討します。

◆教室や会議室などの別室が使用できる場合は、そのスペースが使用でき

るか総務班と調整します。不足しているスペース（多目的トイレ、おむ

つ替え、授乳室 等）があれば、併せて検討します。

◆十分な生活環境を確保できない場合は、より良い環境の避難所への移動

を提案し、運営委員会で検討します。

チェック

必要な食料や物資の確保・要請を行います

◆備蓄食料等の数が限られる場合は、優先的に配付します。

◆粉ミルクやおむつなどの避難所に無い食料や物資は、必要数を食料物資

班に伝え、災害対策本部に要請します。
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チェック

言語、生活習慣、文化等の違いに配慮します。

◆簡単な日本語やボディランゲージなどを使用し、意思疎通を図ります。

通訳が必要な場合は、通訳ボランティアの確保に努めます。

◆宗教や文化等に配慮し、可能な範囲で食事や生活に配慮します。

※ 通訳アプリや外国語の防災資料などを活用して少しでも災害の不安が解

消できるように努めましょう。

（外国人の場合）
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チェック

電源やベッドなどが確保できているか確認します。

◆病院などの医療機関に移送が可能か確認します。

◆電源やベッドなどの必須設備が確保できない場合は、指定救護所や他の

避難所の状況を確認し、適切な避難先に案内します。

◆電源のみ確保できない場合は、災害対策本部に協定に基づく支援や電源

ドナーの活用を確認します。

※要支援者の特徴や配慮事項の概要については、次ページの＜要配慮者の

特徴と配慮事項＞参照

（難病や小児慢性特定疾病の患者、医療的ケア児者の場合）

チェック

他の避難者と同様に扱いつつも必要な支援を行います。

◆高齢者・妊産婦・乳幼児などと同じように配慮しますが、本人がパー

テーションや段ボールベッドなどの生活空間内で支障がない場合は、そ

の範囲では一般的な避難者として扱います。

◆避難所生活の中で不都合がある部分については、避難所班内で支援者を

決めて生活のサポートをします。

◆身体障害者補助犬を同伴している場合は、基本的に一般的な避難者と同

様に扱い、補助犬の仕事の理解を周囲に求めます。

（障害者の場合）



区分 特徴
環境

(配置、設備)
食料、物資 情報伝達

高齢者

体力が衰え、行動
機能が低下してい
る人もいる。食事、
排泄、着脱、入浴
等、生活上の介助
が必要な場合があ
る。

防寒・避暑対策を
する。
本人の意向や行動
機能を確認の上、
出入り口やトイレ
に近い場所を確保。

柔らかい食事

介護用品(オムツ
など)、衛生用品、
毛布など

本人の状態に合わ
せゆっくりはっき
りと伝える。

障
害
者

肢体
不自
由
※

自立歩行や素早い
移動が困難な場合
が多い。
食事、排泄、着脱、
入浴等、生活上の
介助が必要な場合
がある。

車椅子などが通れ
る通路を確保。
出入り口やトイレ
に近い場所を確保。

本人の状態に合わ
せた食事
車椅子、簡易ベッ
ド、日常生活用具
など

―

視覚
障害
※

視覚による情報収
集や状況把握が困
難。

壁際で段差や障害
物の少ない場所、
出入口やトイレに
近い場所を確保。

白杖、点字器、携
帯ラジオ、音声出
力装置など

音声、点字、音声
出力装置なども活
用しながら、ゆっ
くりはっきりと伝
える。

聴覚
障害
※

音による情報収集
や状況把握が困難。
見た日ではわかり
にくい場合もある。

情報掲示板や本部
付近など目から情
報が入りやすい場
所を確保。

補聴器、補聴器の
電池、筆談用メモ
や筆記用具

情報掲示板を活用。
絵、写真等の掲示
も併せて伝える。

発達
障害

環境の変化で不安
になりやすい。集
団行動が苦手な人
が多い。
個人差が大きく、
見た目ではわから
ないため、家族や
介動者に配慮方法
などを確認する。

個室や仕切りのあ
る部屋などを用意。
パニックになった
ら落ち着ける場所
を用意。

― 分かりやすい短い
言葉、文字で伝え
る。
絵や写真の掲示等
も併せて伝える。
手順の説明等は１
度に全てではなく
段階的に伝える。

知的
障害

環境の変化が苦手
なこともある。自
分の状況を説明で
きない人が多い。
個人差が大きく見
た目ではわかりに
くい。

―

精神
障害

適切な治療と服薬
が必要。環境の変
化が苦手な人もい
る。見て日ではわ
かりにくく、自ら
言い出しにくい。

― ―

※身体障害者補助犬を同伴している場合は、補助犬の環境についても配慮する。

＜要配慮者の特徴と配慮事項＞
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区分 特徴
環境

(配置、設備)
食料、物資 情報伝達

妊産婦

自力で行動できる
人が多いが、出産
まで心身の変化が
大きく安静が必要。
妊娠初期は見た目
ではわからないこ
ともある。

プライバシーに配
慮した授乳や着替
えの場所を確保。
居室の温度調整
（身体を冷やさな
いように）ができ
るよう努める。

― ―

乳幼児

危険を判断して行
動する能力は低い
場合が多い。
災害時には、風那
などの疾患にかか
りやすい子や、赤
ちゃん返りする子
も多い。

プライバシーに配
慮した授乳や着替
えの場所を確保。
育児室を就寝場所
から離れた場所
（泣き声や騒いだ
場合の配慮）に確
保。

ミルク、ミルク調
整用の水、離乳食
哺乳瓶、オムツ、
おしりふきなど

対象の年齢に合わ
せた分かりやすい
ことばで伝える。

外国人

日本語の理解力に
より、情報収集が
困難なので、多言
語による情報支援
が必要。宗教等に
も配慮が必要な場
合もある。

―

ハラール、コー
シャなど宗教に配
慮した食事

分かりやすい、簡
単な日本語を使っ
て伝える。

難病患者

完治はしないもの
の、適切な治療や
自己管理を続けれ
ば、普通生活がで
きる状態になって
いる疾患が多い。

安静にできる個室
等の確保に努める。

― ―

小児慢性特
定疾病の患
者

小児期に発症し、
長期的な治療が必
要な疾患を持つた
め、療養を継続で
きる環境が必要。

安静にできる個室
等の確保に努める。
必要に応じて病院
や他の避難所につ
なげる。

― ―

医療的ケア
児者

人工呼吸器や胃ろ
う等を使用し、た
んの吸引や経管栄
養などの医療的ケ
アが日常的に必要
であり、早急に生
活環境を整える必
要がある。

電源の確保が望ま
しい。確保できな
いのであれば、早
急に病院や他の避
難所につなげる。
避難所に滞在する
場合は、可能であ
れば個室対応。

― ―
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５ 衛生管理（衛生班）

トイレやごみなどのルールを徹底し、避難所の生活環境を良好に保

ちます。

換気や清掃（消毒）による感染症防止と食事提供時の食中毒予防に

努めます。

★

★

チェック

トイレの運用ルールを周知し、それを徹底します。

◆使用時の汚物処理は、使用者本人が行うことを基本とします。使用者本人が自

分で処理することが難しい場合は、一緒に避難している家族等が行います。

（参考資料2-3参照）

◆トイレの清掃者を決め、交代で行うようにします。（参考資料2-4､2-5参照）

※ 清掃時の格好や掃除方法等の感染予防を考慮した作業手順を決めておきます

◆トイレの数の過不足を調整します。（トイレの目安：約50人に１個）

◆体調不良者のトイレは、専用スペース内に設置します。

（次ページ：生活スペースの対策について）

チェック

施設のトイレの使用可否の状態を確認します。

◆トイレの使用可否の判断ができるまでは、避難者等のトイレ内への侵入を禁止

します。

◆トイレ室内の安全に問題がないか、便器等に破損がないかを確認します。

◆水が流れるか（断水していないか）を確認し、流れない場合は、トイレに流す

ための水をプールや井戸などから確保できるか確認します。確保できる場合は、

水を準備します。（参考資料2-1参照）

◆水が流れても、下水道の破損が見込まれる場合は、トイレの使用を禁止します。

◆水が流れない（断水している）場合でも、トイレ内の安全確認や便器等の破損

が無い場合は、施設のトイレを簡易トイレとして使用するための物品を準備し

ます。（参考資料2-2参照）

◆トイレ内の安全が確保できず、使用できない場合は、避難者等がトイレに入ら

ないように対処し、屋外に簡易トイレを設置します。

※ トイレの利用状況に応じて準備品を用意（参考資料2-1､2-2参照）

－22－
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チェック

防疫対策を実施します。

◆避難所施設内で土足禁止であることが分かるように表示します。

◆感染予防のための注意事項などを多くの人が目に入る場所に掲示します。（参

考資料2-6、2-7参照）

◆居住スペースは、１日に１回、グループごとに換気や簡単な掃除を行うように

呼びかけます。

◆感染症が広まらないように換気を行います。部屋の対角線上で２つ以上の窓や

扉を開けたり、高さの異なる窓を開けたりし、下方から空気を入れて上方から

出します。電気が使用できる場合は、扇風機やサーキュレーターを使用して空

気の流れを作ります。（常時又は１時間に２回程度）

◆よく手を触れる場所（机、手すり、ドアの取っ手、蛇口、スイッチ等（トイレ

を含む））は、 １日１～３回程度で次亜塩素酸ナトリウム液をしみ込ませた布

等でふき取りを行い、その後十分に水拭きします。（参考資料2-8参照）

◆専用スペースの清掃は、救護班と協力して行いましょう。

（次ページ：食中毒の対策について）
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チェック

ごみの分別等のルールを周知し、収集を要請します。

◆ごみは、処分先の分別ルールに合わせて収集します。

◆使用後のマスクやティッシュなどのごみは、感染予防のため世帯ごとに小さな

袋に入れて捨てるように呼びかけます。

◆ごみの収集は、災害対策本部に要請します。

◆専用スペースのごみは、体調不良者本人かその支援者でまとめ、袋に密閉して

出してもらいます。回収後は、必ず手を洗ってください。

（生活スペースの対策）
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チェック

食中毒対策を実施します。

◆調理や食事を提供する方は、十分に手洗いやアルコール消毒を行います。

◆体調不良者（下痢や腹痛、吐き気、発熱等の症状がある方）や手に傷がある方

は、調理や食事の配膳を行わないようにします。

◆調理する前に、洗浄のための水が確保されていることを確認し、水が使えない

場合、調理を行わず、支援物資や炊き出しによる食事の提供のみを行います。

◆調理する際は、消費期限や原材料等に問題ないことを確認します。また、中心

部まで加熱し、生ものを提供しないようにします。（併せて、食物アレルギー

やハラールなどの宗教規範にも配慮しましょう。参考資料2-9参照）

◆調理や配膳の際は、使い捨て手袋やラップなどを使用し、食品に直接触れない

ようにします。

◆調理した食事は、保管せず、すぐに食べるように声がけします。

◆調理器具（包丁、まな板、ふきん等）は、使用後よく洗浄し乾燥させます。

◆使用した食器は、よく洗浄し、乾燥させてから保管します。水が使えない場合

は、使い捨ての食器を使用します。

◆食器の使い回し、使用した割り箸の再使用などを避けるように声がけします。

◆乳児の哺乳瓶などは、次亜塩素酸ナトリウム（ミルトンやミルクポンなど）や

熱湯を用いて消毒します。

◆避難者に向けて、食中毒予防に関する掲示物を掲示し、注意喚起を呼びかけま

す。（参考資料2-10～12参照）

（食中毒の対策）



６ 秩序維持（総務班）

運営委員会で考えたルールを守りつつ、避難所内の精神的負担が軽

減されるように配慮します。

プライバシー問題や避難所同士のトラブルの解消に努めます。

★

★

チェック

プライバシー問題の解消・配慮に努めます。

◆避難者の地域事情（町内会、知人関係など）、性別（男女、LGBTQなど）、家

族構成（乳幼児、要介護者など）等を考慮して一般スペースの利用区画を随時

調整します。

◆避難者の変動状況に応じて、避難者の利用区画の交換や移転を検討します

※ プライバシーに関して配慮しなければなりませんが、特定の避難者を特別扱い

するものではありません。対応可能な範囲で検討しましょう。

チェック

避難者同士のトラブルが発生した場合に対応します。

◆避難者同士でトラブルが発生した場合は、状況を確認し、解決に努めます。

◆状況に応じてトラブルの原因が無くなるようにルールの設定を検討します。

◆トラブルの解決が難しい場合は、両者の避難スペースを離すなど衝突が起きな

いように努めます。

チェック

避難所の訪問者の窓口を担います。

◆避難者ではなく、避難所に用件がある訪問者の窓口対応を行います。

◆訪問者の用件が各活動班や施設管理者に関係するものであれば、その担当者と

つなぎます。

◆詐欺や便乗営業などの迷惑行為の可能性がある場合は、その場では回答せず、

避難所担当職員から災害対策本部に照会や共有して対応します。
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７ パトロール活動（施設管理班）

運営委員会で決めたルールが徹底されるように周知し、ルール厳守

を呼びかけます。

定期的に避難所内のパトロールを実施します。

★

★

チェック

避難所ルールを周知し、それを実行します。

◆運営委員会で考えたルールを避難者に周知し、それが守られるように気を配り

ます。（消灯時間、火気使用場所 等）

◆トラブルの元となる飲酒や喫煙などのルールは、特に徹底します。

◆ルールが避難所の状況に合わない場合は、改めて運営委員会で検討するように

提案しましょう。

◆運営委員会や各班で決めたルールが掲示板や人の目を引く扉などに載せてある

か確認し、掲示漏れがないように注意します。

チェック

防火・防犯パトロールを実施します。

◆防火・防犯のため、定期的に避難所内や避難所付近の地域で巡回パトロールを

実施します。

◆顔の見える関係が築かれるように率先して声かけを行いましょう。
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８ 情報の収集・提供（情報広報班）

生活や被災者支援に関する情報を収集し、在宅避難者や車中避難者

を含めた避難者全体に伝わるように情報を提供します。

★

チェック

災害や避難者の情報、市のお知らせなど様々な情報を収集します。

◆インターネットやテレビなどの使用できる媒体を活用して情報を集めます。

◆災害対策本部からも関係する情報を集めます。

◆必要に応じて、他の避難所とも無線などを活用し、情報の交換を行います。

◆集めた情報がひとつの避難所に留まらず、住民全体に周知すべきものであれば、

災害対策本部からの情報発信を求めます。

チェック

収集した情報を避難者に提供します。

◆収集した情報を整理し、掲示板などを活用して避難者に提供します。この際、

在宅避難者や車中避難者の目の付きやすさなどに配慮しましょう。

◆掲示資料の提供が見込めない場合は、簡易な掲示物を作成します。

◆早期に避難所全体へ周知すべき情報は、館内放送などを使用した提供も検討し

ます。
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９－１ 備蓄品等の確認・配付（食料物資班）

避難所の備蓄や施設の物資を把握して活用します。

避難所生活直後において、備蓄食料をアレルギーなどに配慮しつつ、

必要な避難者（在宅避難者、車中避難者を含む）に配付します。

★
★

チェック

備蓄資機材・食料や施設の物資を確認します。

◆備蓄されている資機材や食料の数量を確認します。施設の物資も確認し、使用

可能なものがあるか確認します。

◆食料・物資状況で把握した内容を、運営委員会で共有し、配付計画を作成しま

す。

チェック

備蓄品を配付します。

◆計画に従って備蓄している食料・物資の中から避難者が必要とする分を配付し

ます。

◆配付は、原則としてグループごとに行います。

◆配付時は、公平性の確保に配慮しつつ、各避難者の持ち出し品の状況も考慮し

て物資の節約に努めます。

◆備蓄品が不足する場合は、手元にある分で対応できる方法を検討しましょう。

（例：避難者全員分の備蓄食料が残っていない場合は、高齢者や幼児に配付）

◆生理用品等のプライバシーに関係する物や要配慮者に優先して物を配付する際

は、配付方法や場所に気を付けましょう。

（例：女性の運営スタッフから渡す、限られた物資を高齢者等に直接渡す、

決められた場所での自由持出とする）
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９－２ 食料・物資の受入れ、管理、要請（食料物資班）

災害対策本部で調達した食料･物資の受入れから配付までを行います。

受け入れた食料・物資を食中毒予防に配慮の上で管理し、不足する

場合は、災害対策本部に要請します。

★
★

チェック

届けられた食料・物資を受入れます。【プッシュ型の対応】

◆災害対策本部で手配した食料・物資が各避難所に届きます。

◆届けられた食料・物資の状況が大きく離れている（少なすぎる、多すぎる）場

合は、避難所担当職員と調整し、名簿受付班で把握する避難者の現状が災害対

策本部に伝わるようにします。

◆受け入れた物資は、品名や用途、受入日時、使用期限（消費・賞味期限）など

を外箱等の見えやすい場所に記入し、適正に管理します。原則、期限が切れた

食品は廃棄します。

◆基本的に類似物質をまとめて管理しますが、重量のある物資は、床が抜けない

ように分散して管理するようにします。

◆食品を保管する際は、直射日光を避け、暗冷所に保管します。食品衛生の観点

から屋外テントなどで保管する場合でも、外箱等が直接地面などに接しないよ

うにします。（保存食等の十分に密閉されている食品は除く）

チェック

不足する食料・物資を要請します。【要請型の対応】

◆避難者のニーズ（食物アレルギー、介護食 等）に応じて不足する食料・物資を

食料依頼伝票（様式５号）又は物資依頼伝票（様式６号）に記入し、避難所担

当職員を介して災害対策本部に要請します。

◆ニーズの確認は、名簿受付班で把握する情報のほか、救護班と要配慮者の情報

を共有して実施します。
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10 施設機能の維持・確保（施設管理班）

避難所の環境づくりに関する施設機能の維持・確保に努めます。

暑さ・寒さ対策をしっかり行います。

★
★

チェック

施設設備や資機材点検を行います。

◆施設に元々備え付けてある設備や備蓄・支援物資の資機材の点検を施設管理者

と協力して行い、避難所で生活するための環境（照明の明るさ、トイレの数、

暑さ・寒さの程度 など）が維持・確保されているか調べます。

◆体調の不調につながる暑さ・寒さについては、特に気を配りましょう。

◆機能維持が困難な場合は、災害対策本部と避難所開設継続可否を検討します。

チェック

避難所の環境づくりに努めます。

◆手元にある備蓄・支援物資などを使用し、避難所の生活環境の改善・維持に努

めます。手元にある物では足りない場合は、食料物資班を通して物資を要請し

ます。

◆高齢者や乳幼児が環境の悪いスペースにいる場合は、総務班にレイアウト変更

の依頼や提案を行います。
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11 ペットの対応（衛生班）

ペットを伴う避難者の対応を行います。

※ 避難所では、原則として屋外で受入場所を定めている一部避難所へ

の「同行避難」のみを認め、屋内の避難者が割り当てられた区画ま

で伴う「同伴避難」はできません。（身体障害者補助犬を除く。）

★

チェック

避難所の入口でペットの受付を行います。

◆避難所で受入場所が無い場合は、受入場所がある近くの避難所や避難所駐車場

での車中避難を案内します。

◆避難所で受け入れる際は、避難所ペット登録台帳（様式７号）に記載します。

◆一般スペースに空きがあり、ケージなどでしっかり管理できる場合は、ペット

用のスペースの確保（屋内への同行避難）を検討してください。

チェック

ペットの飼い主に飼育のルールを伝え、徹底してもらいます。

◆避難所におけるペットの飼育ルール広報文（参考資料2-4参照）を使用し、飼い

主にルールを守るように周知します。また、他の避難者とも共有し、ペットの

避難の理解を求めます。

◆ルールが避難所の現状に合わない場合は、運営委員会で検討し、変更します。

◆ペットの苦情やトラブルについては、飼い主が主体となって解決してもらいま

す。折り合いが付かない場合は、対応を総務班と相談又は運営委員会で検討し

て解決を図ります。
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12 ボランティアの受付（ボランティア班）

ボランティアの受入れや派遣要請などの調整を行います。★

チェック

避難所の運営に必要なボランティアの派遣を要請します。

◆避難所の運営や各活動班で必要なボランティアの派遣を避難所担当職員を介し

て災害対策本部に要請します。（炊き出し、物資の仕分け、通訳 等）

◆災害ボランティアセンターが設置された場合は、こちらに要請します。

チェック

避難所に訪れたボランティアの受入れを行います。

◆ボランティアの活動内容を確認し、他の活動班や運営委員会につなぎます。

◆受け入れたボランティアの区別が付くようにビブスや名札などの目印を検討し

ます。目印を配布しない場合は、各班でボランティアの受け入れ者を把握し、

不明者が活動に加わらないように注意しましょう。

◆派遣要請と関係なく訪れた場合は、総務班と協議して受け入れるか決定します。

他の避難所に案内する場合は、無線などで災害ボランティアセンターや案内す

る避難所とあらかじめ情報共有を図ります。
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災害対策本部との連携（避難所担当職員）

災害対策本部と連絡を取り、運営委員会で必要な調整を行います。

定期的に交替して従事することになるため、引き継ぎを前提として

活動しましょう。

★
★

チェック

災害対策本部に避難所の状況を報告します。

◆避難所状況報告（様式３･４号）を使用して報告します。開設直後は３時間ごと

を目安とし、運営委員会設立後は、毎日決まった時間に報告します。

◆支援物資は、食料物資班で記入した食料依頼伝票 （様式５号）や物資依頼伝票

（様式６号）の内容を踏まえ、災害対策本部に要請します。

◆不足人員やボランティア等の派遣に関しては、運営委員会の内容を踏まえ、派

遣依頼書（様式８号）を使用して災害対策本部に要請します。

チェック

運営委員会で助言や災害対策本部に伝える情報の集約を行います。

◆運営委員会の一員として、円滑な活動となるように適宜助言を行います。避難

者中心の運営が崩れないように気を付けて協力します。

◆避難者から要望や相談などを受けた場合は、個別に対応するのではなく、グ

ループ又は運営委員会に共有し、避難所全体の問題として対応します。

チェック

避難所の状況を記録します。

◆避難所運営日誌（様式９号）を使用し、避難所の経過を記録します。

◆避難所担当職員の交替の際にスムーズに引き継げるように経緯や体制などを

しっかり見えるようにしておきましょう。

毎日 時報告
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相談窓口の設置（避難所担当職員）

生活･健康問題などに関する情報や活動班で対応していない内容の相

談を受ける窓口を設置します。

避難所外への安否確認も受け付けます。

★

★

チェック

相談窓口を設置し、避難者が必要とする情報を届けます。

◆避難所の中で落ち着いて話ができる場所を確保し、相談窓口を開設します。

◆生活･健康問題などあらかじめ定めた内容の相談のみに留め、運営委員会や活動

班への要望・苦情などの場合は、その責任者や担当者にバトンタッチします。

◆性暴力・DVなどの相談がある事を考慮し、男女どちらでも対応できるように配

慮します。

チェック

安否情報の提供や安否確認を求められた際に対応します。

◆家族や地域団体内の安否の場合は、名簿受付班に確認し、そこで確認できない

場合に災害対策本部や近隣の他の避難所に共有します。

◆窓口に来られた方の心情に配慮しつつ、災害対策本部や他の避難所から共有の

あった情報を伝えます。照会件数が多い場合は、対象者の情報をグループごと

にまとめてもらいます。
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施設の維持、使用区画の調整（施設管理者）

避難所として使用する施設や機材等の維持管理を行います。

避難所の利用状況を踏まえつつ、日常的な施設利用を考慮しながら

施設の活用を図ります。

★
★

チェック

避難所運営に必要なスペースや資機材を提供します。

チェック

施設の外部への貸し出し等の調整を行います。

◆避難者が避難するのに必要なスペースを、施設で使用可能な部屋から割り振り

ます。この際、施設の管理維持の都合で避難者の立ち入りが望ましくない箇所

の提供は不要です。

◆避難所の運営に必要な資機材（ホワイトボード、仕切り 等）を貸し出します。

貸し出しできない物（放送設備 等）は、使用を許可し、サポートします。

◆避難所の運営期間中に貸し出しや使用の予定がある場合は、その変更や中止の

調整を行います。

◆長期化する場合は、施設の使用状況を外部に発信し、周知しましょう。
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避難者の調整、情報の収集・発信（災害対策本部）

各避難所の施設や避難状況を考慮し、避難者に移動の呼びかけや町

内会単位で固まるなどの要請が出されます。

避難者や避難所の情報とりまとめた情報が発信されます。

★

★

チェック

避難所では、災害対策本部からの指示に対応します。

チェック

避難者や避難所の状況、必要物資などの情報を集めて共有します。

◆災害対策本部からの方針や指示に応じた対応を運営委員会で検討します。

（例：避難所の移転、避難者の受入れ、物資のプッシュ輸送の実施、

余剰備蓄品の移動、医師や保健師の巡回診療 など）

◆検討結果や相談事項を災害対策本部と共有し、実行に努めます。

◆災害対策本部が支援方針を検討する材料を届けるため、担当職員から避難者の

状態や避難所の受入れ状況、必要となる物資などの情報を集めて報告します。

◆災害範囲が広域である場合や多数の避難所に避難者がいる場合などは、全体の

状況をいち早く把握するため、災害対策本部で「みやぎ防災」の機能（問診票、

アンケート機能など）を使用します。
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チェック

支援方針や災害関連情報、物資支援情報が発信されます。

◆今後の避難者への支援や避難所の利用などの方針が、避難所担当職員に無線な

どで伝えられるほか、ホームページやＳＮＳ、「みやぎ防災」の通知、広報車

などで住民に広く周知し、情報が漏れる住民が出ないように発信されます。

◆状況によっては、避難者の偏りや分散を解消するための移動や避難所の機能維

持困難による閉鎖など災害対策本部から避難所に調整の方針が出されます。



⚫様式（記録や報告に使用する決められた形式）

様式１号 避難者カード

様式１－１号 スペース割当表

様式１－１別紙 スペース割当図（記載例）

様式２－１号 体調チェック表

様式２－２号 ストレスチェック表

様式３号 避難所状況報告書（運営委員会設立まで）

様式４号 避難所状況報告書（運営委員会設立以降）

様式５号 食料依頼伝票（兼処理票）

様式６号 物資依頼伝票

様式７号 避難所ペット登録台帳

様式８号 派遣依頼書

様式９号 避難所運営日誌

⚫別紙（開設時の掲示・確認用資料）

別紙１ 避難所の設営～受付～案内のイメージ図

別紙２ 体調確認掲示資料

別紙３ 感染症等予防掲示資料

別紙４ 「みやぎ防災」の使い方（避難所受付関係抜粋）

⚫参考様式（施設や体制に応じて検討すべきものの雛形）

参考様式１号 避難所開設チェックリスト

参考様式２号 避難所運営委員会の規約（例）

参考様式２号別紙 避難所運営委員会名簿

参考様式３号 避難所における共通理解ルール

●参考資料（掲示物等の一例）

【資料編】
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様式１号

避難所名

有  ・  無

続柄

歳）

歳）

歳）

歳）

歳）

歳）

歳）

歳）

歳）

避難所世帯No.
（避難時刻）

避難者カード
代表者名 区画No.

（

住       所 電話番号
自宅：

携帯：

住宅被害
有の場合
被害内容

●この避難所に避難している方

氏名 性別 生年月日
備考

（妊産婦・要介護・障害・
車中避難者等）

（

（

（

（

（

 T・S・H・R

　　・　　・

（

（

※安否確認のための情報開示について（公開・提供する情報は、氏名・年齢・避難先の避難所名です。）

希望する  ・  希望しない
どちらかに○をつけてください

 T・S・H・R

　　・　　・

 T・S・H・R

　　・　　・

 T・S・H・R

　　・　　・

 T・S・H・R

　　・　　・

 T・S・H・R

　　・　　・

 T・S・H・R

　　・　　・

 T・S・H・R

　　・　　・

 T・S・H・R

　　・　　・
（

避難所班記入欄
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様式１－１号　スペース割当表

受付
No.

区画
No.

代表者
（カナ氏名※）

利用
人数

備考
（町内会、申出事項等）

　※「みやぎ防災」で名簿検索する際は、漢字氏名が必要となるため、受付人数増えたら変更。
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ス
ペ

ー
ス
名

称
：

１
（
様
式
１
－
１
号
別
紙
）
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A
B
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D

E
F

G
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I
J
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入
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慮
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）
2
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7

6
壁
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変

動
）

３
1

3
8

４ ５
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例

２
：
要

配
慮

者
に

配
慮

し
つ

つ
、

案
内
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N
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割
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合

６
B

6
C

6
D

6
F
6

H
6

壁

７
C

7
D

7
E
7

G
7

　
※

ス
ペ

ー
ス
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も

合
わ
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修
正

す
る

８

5

（
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
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）

（
H

6
へ

移
動

）
※

 　
　

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
パ
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テ

ー
シ

ョ
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様式２－１号

氏名 （　　　　歳）

月　　　　　日（　　 　） 月　　　　　日（　　 　）

朝

昼

夕

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

氏名 （　　　　歳）

月　　　　　日（　　 　） 月　　　　　日（　　 　）

朝

昼

夕

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

味やにおいがしない

携帯電話

日付

体温（体温計をお持ちの方・随時可）

℃ ℃

℃ ℃

℃ ℃

息が苦しい

せき・たんがひどくなっている

だるい、起きているのがつらい

吐き気や嘔吐が続いている

下痢が続いている（１日３回以上の下痢）

治療中の病気

かかりつけ医

治療中の病気

かかりつけ医

息が苦しい

せき・たんがひどくなっている

だるい、起きているのがつらい

吐き気や嘔吐が続いている

下痢が続いている（１日３回以上の下痢）

味やにおいがしない

体調チェック表（各自保管用）
避難中の体調の変化に早く気がつけるよう、各自健康チェックをして、記録するようお願いします。
もしも、体調に変化がみられるときは、随時、避難所職員または巡回保健師にお申出ください。
（一緒に避難するご家族の分も記入願います。）

その他の症状がある

携帯電話

日付

体温（体温計をお持ちの方・随時可）

℃ ℃

℃ ℃

℃ ℃

その他の症状がある
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様式２－２号

氏名 （　　　　歳）

月　　　　日（　　 　） 月　　　　日（　　 　）

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

氏名 （　　　　歳）

月　　　　日（　　 　） 月　　　　日（　　 　）

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

はい ・ いいえ はい ・ いいえ

普段と比べて食欲がない

いつもより疲れやすく、身体がだるいと感じる

寝つけなかったり、途中で目が覚めることが多い

憂うつで気分が沈みがち

イライラしたり、怒りっぽい

そわそわ落ち着きがなく感じる

物事に集中できない

携帯電話

日付

イライラしたり、怒りっぽい

そわそわ落ち着きがなく感じる

物事に集中できない

普段と比べて食欲がない

いつもより疲れやすく、身体がだるいと感じる

寝つけなかったり、途中で目が覚めることが多い

憂うつで気分が沈みがち

ストレスチェック表（各自保管用）
避難中での心の変化に早く気がつけるよう、各自ストレスチェックをして、記録するようお願いします。
もしも、変化がみられるときは、随時、避難所職員または巡回保健師にお申出ください。
（一緒に避難するご家族の分も記入願います。）

携帯電話

日付

－42－
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様式４号

災害対策本部受信者名

避難所 FAX TEL

現在数 (A) 前日数 (B) 差引増減 (A-B)

(＊        ) 世帯 　(＊        ) 世帯 (＊        ) 世帯

(＊        ) 世帯 　(＊        ) 世帯 (＊        ) 世帯

(＊        ) 世帯 　(＊        ) 世帯 (＊        ) 世帯

現在数 (A) 前日数 (B) 差引増減 (A-B)

(＊        ) 人 (＊        ) 人 (＊        ) 人

(＊        ) 人 (＊        ) 人 (＊        ) 人

(＊        ) 人 (＊        ) 人 (＊        ) 人

土砂崩れ 未発見・あり・警戒中

ﾗｲﾌﾗｲﾝ 断水・停電・ガス停止・電話不通

道路状況 通行可・渋滞・片側通行・通行不可

避難所運営委員会

会長名・連絡先 ＴＥＬ ＦＡＸ

対処すべき事項、予定される事項(水・食料の過不足　物資の過不足　風邪等の発生状況　

避難所の生活環境　等)

＊ （　　）内には屋外避難者、車中避難者等を記入すること。（内数）

施設管理者

避難所担当職員

ボランティア班

衛生班

救護班

避難所状況報告書　(第　　　報)

情報広報班

名簿受付班

食料物資班

総務班

(避難者)組

対　応　状　況

施設管理班

避難所運営委員会

地
域
状
況

運
営
状
況

今後の要求、展開

連
絡
事
項

編成済み・見編成

設置済み・未設置

編成済み・見編成

避難者

被災者

合計

避難所運営委員会

活動班

避難所　　　　　災害対策本部

人数

内
訳

報告日時

送信者名

避難所名

合計

被災者

避難者

世帯数

内
訳
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様式５号 食料依頼伝票（兼処理票）

Ｎo

発信日時 月 日 AM・PM 時 分

FAX

TEL

避難所用 食

在宅避難者用 食 合計 食

(うち　やわらかい食事 食)

その他の依頼内容

受信者名 災害対策本部

伝票受取者名

処理日時 処理担当者

月 日 AM・PM 時 分

処理結果・内容

避難所用 食

在宅避難者用 食 合計 食

(うち　やわらかい食事 食)

発注依頼者 FAX

TEL

配達業者 FAX

TEL

到着確認時間 月 日 AM・PM 時 分 処理担当者

＊ 依頼はFAXで行うことを原則とし、FAXが使用できない場合は、必ず控えを残す。

＊ 避難所担当職員は、受領時にその旨を災害対策本部へ報告する。

＊ 災害対策本部の担当者は、受領確認時に「食料処理台帳」へ記入する。

＊ 避難者用の中には、避難所担当職員や施設管理者等の人数も含めるものとする。

避難所　　　　　災害対策本部

発注依頼者

避難所名・住所

災
害
対
策
本
部

避
難
所

依
頼

避
難
所
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様式６号

物　資　依　頼　伝　票

発信日時 月 日 時 分 発注先業者名

① ② FAX (TEL)

避難所名

伝票Ｎｏ 伝票枚数

避難所住所 受付日時

FAX ・TEL 月 日

発注依頼者 AM ・PM 時 分

(役職名) 本部受信者名

FAX ・TEL

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

○ 一行につき、一品、サイズごとに記入し、数量はキリのいい数で注文してください。 個口合計

○ 性別等は「サイズ  等」欄に記入してください。

○ ＦＡＸが使用できない場合は、必ず控えを残しておいてください。

○ 食料物資班は、受領時に「避難所用物品受払簿」に記入してください。

③ 出荷日時 月 日 AM ・PM 時 分 ④

配達者名 FAX ・TEL

お届け日時 月 日 AM ・PM 時 分

避難所　　　　　　　　　災害対策本部

受領

サイン

数量 備　考 個　口

単位

個　・　箱

ケース

避難所

Ｎｏ 商品 品名　　 サイズ  等

コード
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様式７号

避難所名 Ｎｏ

区画No. 飼育者 登録日 退所日 種類 性別 体格 体色 ペット名

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

氏名
犬　・　猫

オス

住所
その他　

メス

電話 （ ） 不明

避難所内での飼育場所

避難所ペット登録台帳
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様式８号

派　遣　依　頼　書　

月 日 時 分

依　頼　内　容

(派遣が必要な業務の内容・人数等を具体的に記入)

(派遣が必要な業務の内容・人数等を具体的に記入)

月 日 時 分

FAX

TEL

回　答　内　容

避難所　　　　　　　災害対策本部

避難所　　　　　　　災害対策本部

自治体職員等関係

ボランティア関係

自治体職員等関係

ボランティア関係

避難所名

発信日時

避難所住所

依頼者

災害対策本部発信者名

発信日時
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様式９号

水道

可　　・　　不

可　　・　　不

可　　・　　不

冷暖房 有   　　・    無電気

ガス

所属・職名 氏名 所属・職名 氏名

勤務者数 人

地域団体・行政区 人数 地域団体・行政区 人数

人 人

要望・対応など

人 人

人 人

記録者名曜日　  　年　  　月　  　日 

物資・要望等

日時

ライフライン
使用状況

勤務者

避難者内訳

事              項

施設名

避　難　所　運　営　日　誌

人 人

人 避難者数合計 人

必要な物資



感染症等予防の呼びかけ
（参考：別紙３）
• 避難者にマスク着用を促します。
• マスクのない避難者には、マス

クを配布します。
• 手洗いや手指消毒の協力を呼び

かけます。

避難者カード、健康チェック
表、区画カードの記入・回収

玄関

【避難所の設営～受付～案内のイメージ図】

専用スペース

【特別教室など】

受付時に本人へ体調確認
（参考：別紙２）を行い、
次のような症状のある場合
は、専用スペースに案内し
ます。

・熱がある
・咳や痰がでる
・息苦しさがある

必要に応じて検温（非接触
型体温計）を実施します。

一般スペース

【体育館など】

専用スペースのルール、避
難者カード、健康チェック
表の記入・回収

フェイスシールド、
マスク、手袋着用

健康チェック

専用スリッパ

別紙１

－50－



体調チェックに
ご協力ください

体調がすぐれない
方のために
専用スペースを
設けています

別紙２

－51－



●マスク着用
（ない方はおとりください）

●手洗い・
咳エチケット

●列が密に
ならないように

ご協力ください

別紙３

－52－



別紙４ 避難所受付について(1)

ログインID：＊＊＊＊＊＊＊＊
パスワード：＊＊＊＊＊＊＊＊

－53－

職員共有用資料のみ付与



－54－

別紙４ 避難所受付について(2)

※カメラ付きのタブレット等の場合



別紙４ 管理画面操作について(1)

－55－



別紙４ 管理画面操作について(2)

－56－
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参考様式１号 避難所開設チェックリスト

確認

１．避難所の開設

・避難者をまとめ、施設に入れる前に建物の安全確認をする □

２．建物の安全確認が済む ・建物は傾いているか □

　　まで避難者を入れない ・火事は発生しているか、ガス漏れはないか □

・建物に大きなひび割れはないか □

・窓ガラスなどの危険な落下物があるか □

・自動車乗り入れの規制　　【乗り入れがあった場合は、その後の整理】 □

３．施設管理者の到着報告 いないときは、そのまま業務進行 □

　　及び対応協議 □

４．避難者受入れスペースの ・安全な部屋を確保し、誘導する。 □

　　確保・指定 ・室内の倒壊物などは、避難者に協力を求めて処理する □

５．避難所の本部を設置 ・施設管理者と共に、業務場所の安全確認 □

・放送設備、非常設備などの確認 □

６．ライフラインの確認

・放送設備が使用できるか □

・無線が使用できるか □

・上水道が使えるか □

・下水道が使えるか □

・ＦＡＸが使えるか □

・避難者からの情報収集 □

７．本部への報告 ・FAX、電話、伝令などの手段を用いて災害対策本部へ連絡をとる。 □

８．避難者の登録 ・避難者の世帯ごとの登録 □

９．避難者へ ・混乱時のため、冷静な態度でゆっくり説明する □

・混乱を極力沈静化させる □

・「避難所共通理解ルール」のコピーを配布 □

・トイレの使用場所と火気についての注意をする □

・避難者の未登録者への再登録依頼

（必要とするものを記入してもらう）

１０．非常用設備及び ・水、食料、生活物資の有無

　　　物資の確認

　　　本部へ要請事項の整理 ・応援職員の必要性 □

□

□

　・施設被害状況

　　下水道が使えるか

　・避難者のスペース

　などの説明

緊急対応

　　上水道が使えるか

　　電話が使えるか

　　道路状況の把握

項目

　　施設の解錠時

　　電気が使えるか
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参考様式２号

避難所運営委員会の規約 　(例）

　　この避難所が、みなさんの協力のもと自主的にそして円滑に運営できることを目的に、運営委員会を設置
します。

（構成）
第1　委員会のメンバーは、次のとおりとします。
　　(1)避難者の代表（地区の防災組織や町内会の代表）
　　(2)避難者で編成するグループの代表（活動班長を兼ねる）
　　(3)行政職員（市職員ほか）
　　(4)施設の管理者（管理責任者）
２　前項の規定にかかわらず、グループの代表者数が多い場合には、互選により委員会への出席者を選＠
ぶことができます。
３　継続的に活動するボランティア団体のリーダーで委員会が認めた者は、委員会に出席して意見を述述べ
ることができます。

（任務）
第２　委員会は、避難所運営に必要な事項について協議します。
２　委員会は、毎日、午前　　時と午後　　時に定例会議を開催します。
３　委員会は、具体的な業務を行うため、避難者で編成する「総務班」「名簿受付班」「情報広報班」「施設管
理班」「食料物資班」「救護班」「衛生班」「ボランティア班」、その他必要な班を設置します。
４　班の編成は、前号の規定によらず必要に応じて統合及び分割することができます。

（役員）
第３　委員会に、会長１名、副会長１名の役員を置きます。
２　役員は委員の互選としますが、避難所リーダーがいる場合はその者を会長とします。
３　会長は委員会の業務を総括し、会議においては議長となります。

（各班の業務）
第４　各班で所管する業務は次のとおりです。
　　総務班
　　　・災害対策本部との連絡調整
　　　・避難所の管理
　　　・報道機関対応
　　名簿受付班
　　　・避難者の名簿の作成、管理
　　　・安否確認等問い合わせへの対応
　　　・郵便物、宅配便の取り次ぎ
　　情報広報班
　　　・生活情報等の収集及び提供
　　　・避難者の呼び出し
　　施設管理班
　　　・施設の安全確保
　　　・防火、防犯活動
　　食料物資班
　　　・食料、生活物資の配給
　　　・食料、物資の受入、管理、要請
　　救護班
　　　・高齢者、障がい者等特別なニーズのある避難者への支援
　　　・外国人への対応
　　　・避難所の子どもたちへの対応
　　衛生班
　　　・トイレに関する対応
　　　・ごみに関する対応
　　　・防疫に関する対応
　　　・避難所内の掃除、整理整頓
　　　・ペット対応
　　　・室内空気環境の管理
　　ボランティア班
　　　・ボランティアの要請、受付対応

（廃止）
第５　委員会は、避難所閉鎖の日に廃止します。

（その他）
第６　この規約にないことについては、委員会で協議して決定します。
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別紙（参考様式２号関係）

年 月 日 現在

会　　　　長

副　会　長

(自主防災組織　・
＠＠＠＠町内会）

避難者代表

（組代表：避難所活動班） （各班長１名に◎印、副班長1名に○印を記入する）

（避難者）　組　名 （避難者）　組　名

避難所運営委員会名簿

衛　生　班

ボランティア班

氏　　名氏　　名

救　護　班

食料物資班

総　務　班

名簿受付班

情報広報班

施設管理班

行政担当者

施設管理者

(地区：　　　　　　)

(地区：　　　　　　)

(地区：　　　　　　)

(地区：　　　　　　)
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害対策本部

避難する方は、守るよう心がけてください。

1 この避難所は、地域の防災拠点です。

2 この避難所の運営に必要な事項を協議するため、施設の管理者、避難者などの代表からなる避難

所運営委員会（以下「委員会」という。）を組織します。

○ 委員会は、毎日午前　　　時と午後　　　時に定例会議を行うことにします。

○ 委員会の運営組織として、総務、名簿受付、情報広報、施設管理、食料物資、救護、衛生、ボラ

::::::ンティアの各班を避難者で編成します。

3 避難所は、電気、水道などライフラインが復旧する頃を目処に閉鎖します。

引き続き避難が必要な方については、避難所の移動をお願いすることになります。

4 避難者は、家族単位で登録する必要があります。

○ 避難所を退所するときは、委員会に転出先を連絡してください。

○ 犬、猫など動物類を室内に入れることは禁止します。また、外に繋いでおくような場合でも避難者

::::::に迷惑がかからないようにしてください。

5 指定された場所（部屋・教室・ホールなど）のみ、避難所として使用します。

○ 指定された場所以外への立ち入りはできません。

○ 職員室、保健室、調理室など施設管理や、避難者全員のために必要となる部屋又は危険な部屋

::::::には、避難できません。

○ 避難所では、利用する部屋の移動を定期的に行う場合があります。

6 食料やその他の物資は、原則として全員に配給できる数量が揃うまでお配りしません。

ただし、日持ちしない食料等については子どもや高齢者などを優先にお配りする場合があります。

○ 食料、生活物資は避難者のグループごとに配給します。

○ 特別な事情の場合は、委員会の理解と協力を得てから行います。

○ ミルク、おむつなどの特別の要望は、　　　　　室で対処します

※ 配給については、体制が整い次第避難所以外の近隣の人にも等しく行うことになります。

7 消灯は、夜　　　時です。

○ 廊下は点灯したままとし、体育館などは照明を落とします。

○ 職員室など管理に必要な部屋は、盗難などの防止のため点灯したままとします。

8 放送は、夜　　　時で終了します。

9 施設の電話は、原則使用できません。

（ただし、午前　　　時から夜　　　時までは受信のみを行います。）

10 トイレ使用において、大便・汚物は自分で処理してください。

11 トイレの清掃は、朝　　時、午後　　時、午後　　時に、避難者が交替で行うことにします。

○ 清掃時間は、放送を行います。

○ 水洗トイレは、大便のみバケツの水で流してください。

12 飲酒は禁止します。喫煙は、学校敷地内禁止です。　裸火の使用は厳禁とします。

13 ゴミは、分別して指定された場所に出してください。

14 各種伝達情報は、避難所の掲示板に貼り出します。

15 屋外の避難者においてもグループを編成し、代表を選出してください。

16 屋外避難者の皆さんも上記のルールを守ってください。

時間等は任意に設定する。　　　※避難所設置後、速やかに掲示する。

当番などを通じで自主的に避難所運営に参加してください。

この避難所の共通理解ルールは次のとおりです。

参考様式３号　　避難所における共通理解ルール



（救護班）１－１ 感染対策_マスク・手袋の着脱（厚生労働省）

１－２ 「生活不活発病」に注意しましょう（厚生労働省）

１－３ エコノミークラス症候群予防のために（厚生労働省）

１－４ こころがすこし楽になる３つのコツ（世界の医療団）

１－５ 非常時の口腔健康管理（日本歯科医師会）

１－６ 災害時の熱中症予防（内閣府ほか）

（衛生班）２－１ 断水時のトイレの使い方（岩沼市）

２－２ 携帯トイレのトリセツ（NHK）

２－３ 避難所におけるトイレの使用ルールの一例（岩沼市）

２－４ トイレ使用方法（東京都） 【多言語あり】

２－５ 避難所におけるトイレ清掃のポイント

（東北感染症危機管理ネットワーク）

２－６ 咳エチケットで感染症予防（国立感染症研究所）

２－７ 感染症対策（厚生労働省）

２－８ 次亜塩素酸ナト リ ウム液の作り方（東京都）

２－９ 食物アレルギーガイド_抜粋（群馬県）

２－10 食中毒予防（東京都）【多言語あり】

２－11 食中毒予防！~避難所で過ごされる方へ~（厚生労働省）

２－12 ノロウイルス食中毒予防対策リーフレット（厚生労働省）

２－13 避難所におけるペットの飼育ルール広報文（岩沼市）

（施設管理班）３－１ 安心してすごせる避難所のために（ぷるすあるは）

【参考資料一覧】
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